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人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住

民
の
中
か
ら
、
人
権
問
題
に
理
解

や
熱
意
の
あ
る
人
た
ち
が
市
町
村

長
の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
総

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
。

翌
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
が
「
人

権
デ
ー
」
に
、
12
月
10
日
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
が「
人
権
週
間
」

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、人
権
週
間
期
間
中
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展

開
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。　

 

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
が
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。
人
権
に
関

す
る
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉

12
月
10
日（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

東
和
総
合
支
所
、
米
山

総
合
支
所
、
津
山
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

差
別
を
受
け
た
、暴
行
・

虐
待
を
受
け
た
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
、
い
じ
め
・
体

罰
を
受
け
た
、
名
誉
毀き

損そ
ん

、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受
け
た
な
ど

　

仙
台
法
務
局
登
米
支
局
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
に

よ
る
常
設
人
権
相
談
所
を
設
置
し

☎☎

す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
幼
稚
園

や
小
中
学
校
で
人
権
教
室
を
開
い

た
り
し
て
、
命
や
思
い
や
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日

の
生
活
を
送
る
上
で
「
こ
れ
は
人

権
問
題
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た

と
き
や
「
法
律
が
分
か
ら
な
い
の

で
困
っ
て
い
る
」
と
き
に
は
、
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
、
他
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
登
米
市
登
米
町
寺
池
桜
小

路
70
―
２
）

毎
週
水
・
木
曜
日

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

さん
（登米町・館山）

登米人権擁護委員協議会会長

平成 26年工業統計調査を実施します

　

市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
人
生
の
節
目
で
あ
る
還
暦
を

過
ぎ
た
満
61
歳
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
脳
健
康
診
断
の
費
用
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
脳
の
健
康
を

調
べ
て
お
く
こ
と
で
、
自
覚
症
状

の
な
い
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
脳
腫

瘍
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

脳
健
康
診

断
を
実
施
し

て
い
る
機
関

は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

例
年
１
〜
３
月
は
医
療
機
関
が
混

雑
し
予
約
が
取
り
づ
ら
く
な
り
ま

す
。
早
め
に
予
約
し
受
診
し
ま

し
ょ
う
。満

61
歳
の
人（
昭
和
28
年

４
月
１
日
〜
昭
和
29
年
３
月
31
日

生
ま
れ
）

】
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査（
磁
気

共
鳴
画
像
診
断
）

※
希
望
者
に
は
自
己
負
担
で
Ｍ
Ｒ

Ａ
検
査
も
実
施
し
ま
す
。

７
６
０
０
円

※
７
６
０
０
円
を
超
え
る
額
を
窓

口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

健
診
機
関
へ

直
接
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
２
月
28

日（
土
）ま
で

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

▼
脳
健
診
受

診
券（
対
象
者
に
６
月
に
送
付
し

て
い
ま
す
）
▼
健
診
機
関
か
ら
指

定
さ
れ
た
も
の
▼
保
険
証

※
脳
健
診
受
診
券
を
無
く
し
た
場

合
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健診機関名 電話番号

登米市民病院 0220（22）5511

大崎市民病院（大崎市） 0229（23）3471

栗原中央病院（栗原市） 0228（21）5330

仙台星陵クリニック（仙台市） 022（273）3460

画像医学と脳健診（仙台市） 022（218）3147

☎

　

市
で
は
現
在
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
向
を
示
し
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
た
「
第
二
次
登
米

市
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
市
の
将
来
や
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

10
年
後
の
登
米

市
の
ま
ち

※
自
分
た
ち
の

住
む
登
米
市
が

「
将
来
こ
ん
な

ま
ち
に
な
っ
た

ら
い
い
な
」
と
い
う
思
い
を
、
自

由
な
発
想
で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
小
学
校
低
学
年

の
部
＝
市
内
の
学
校
に
通
う
小
学

１
〜
３
年
生
▼
小
学
校
高
学
年
の

部
＝
市
内
の
学
校
に
通
う
小
学
４

〜
６
年
生
▼
中
学
校
の
部
＝
市
内

の
学
校
に
通
う
中
学
生

在
学
す
る
学
校
を

通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

部
門
ご
と
に
審
査
し
、

優
れ
た
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞
を

贈
呈
し
ま
す
。

▼
最
優
秀
賞
＝
各
部
門
１
点　

賞

状
と
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
３
千
円

分
）
▼
優
秀
賞
＝
各
部
門
２
点　

賞
状
と
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
千
円

分
）

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

応
募
の
あ
っ
た
学
校
宛
て
に
入
賞

者
の
氏
名
な
ど
を
通
知
し
ま
す
。

入
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
第
二
次
登
米
市
総
合
計

画
の
冊
子
へ
の
掲
載
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課（
企
画
政
策
係
）
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